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全体の流れ

 １．人口減少社会の意味
 ２．ＡＩを活用した、持続可能な日本の未来に向けた政策提言
 ３．分散型社会＝持続可能な福祉社会のビジョン
 おわりに：グローバル定常型社会の展望

 （付論１）人類史の中の人口減少・成熟社会
 （付論２）幸福（ウェルビーイング）への視点





日本の総人口の長期的トレンド
2100年には6300万人に（ピーク時の約半分）

（出所）国土交通省資料



人口減少社会の意味するもの

明治期以降の、すべてが「拡大・成長」を続ける時代
からの根本的変容。

 “集団で一本の道を登る時代” からの意識・行動の
変容。

 “ヒト・モノ・カネすべてが東京に向かって流れる時代”
からの変容。

新たな「豊かさ」や幸福（ウェルビーイング）への模索。

限りない「拡大・成長」から「持続可能性」へ。



本日のポイント
日本が持続可能であるために

重要なこと

• １．若い世代（～将来世代）への支援

• ２．分散型社会の実現（～「多極集中」の国土
ビジョン）



若者支援と
「人生前半の社会保障」

の重要性



国連「環境と開発に関する世界委員会」報告書
「われら共通の未来 OUR COMMON FUTURE」
（ブルントラント委員会報告、1987年）

「持続可能な発展
sustainable 

development」 ＝
「将来世代のニーズ
を満たす能力を損な
うことなく、今日の
世代のニーズを満た
すような発展」



少子化をめぐる認識

• 結婚したカップルの子どもの数はさほど減って
いない（２０２１年において１．９０〔国立社会保
障・人口問題研究所「出生動向基本調査」）。

• 少子化の主たる要因は結婚数の減少（未婚化・
晩婚化）であり、いわば“ハードル”は結婚の前
にある。

その大きな背景として、若い世代の生活・雇用
の不安定。



男性の従業上の地位・雇用形態 と
結婚率（有配偶率）

正規雇用か非正規雇用かで男性の結婚率は大きく異なる

（出所）令和6年版こども白書



厚生年金保険料の推移
現在の若者は就職していきなり給与の18.3％の年金保険料。
この率は団塊世代が就職した1970年頃は5％かそれ以下。

（出所）厚生労働省・年金財政ホームページ



ＯＥＣＤ諸国における女性の就業率と出生率の関係：
女性の就業率が高い国のほうが概して出生率が高い。



「自国の将来は明るい」と思う子ども・若者の割合

日本は特に低い



若者支援と
「人生前半の社会保障」

の重要性

・社会保障全体のうち、高齢者関係給付が７割以上を占める。

・日本においては子ども・若者等への支援（＝「人生前半の社
会保障」。含教育）が国際的に見てきわめて低。

・若い世代の雇用・生活の不安定が少子化の大きな背景。
・“親ガチャ”→個人が人生において「共通のスタートライン」に

立てる社会を。



「人生前半の社会保障」の国際比較
（対ＧＤＰ比、％） 2021年

（出所）OECD, Social Expenditure Databaseより作成。
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公的教育支出（含研究開発）の国際比較
（対GDP比、 2022年）
日本はもっとも低い。

（出所）OECD, Education at a Glance 2025 より作成。

（注）特に就学前と高等教育期において、教育における私費負担の割合が日本は大（高等教
育期についてはOECD平均19％に対し日本は 51%。OECD, Education at a Glance 2024）
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世代間配分のあり方に関する議論の必要性：
高所得高齢者向けの給付の一部（ex.１兆円程

度）を、教育・雇用・住宅・研究等を含む若年世
代支援へ

年金給付額 ５５．８兆円（２０２２年度）

文科省文教関係予算 ４．０兆円（２０２２年度予算）

国立大学予算（国立大学法人運営費交付金） １．１兆円（同）

 （参考）医療費は０歳～４４歳が８．４兆円に対し高齢者（６５歳以上）向けは２８．１
兆円（２０２２年度）。介護給付費は１１．３兆円（同）。



（参考）若者支援（人生前半の社会保障）の
ための政策案

 ①大学の私費負担割合をOECD平均並みに（５３％→２２％）。→教育機会の充実お

よび若者の経済的負担の軽減。 〔奨学金を受給している学生の割合は５５．０％（２
０２２年度）。〕

 ②地域おこし協力隊を年間３～５万人規模に（２０２３年度約７０００名）。

 ③若い世代への住宅（費）支援（←結婚にあたっては住宅が生活基盤として重要。
UR住宅の活用も）。

 ④大学院の学費減額や生活保障→研究力やイノベーション～国際競争力の支援。

【検討すべき財源 ・・・高所得高齢者からの移転】

 金融所得課税の強化 （いわゆる１億円の壁）

 資産課税の強化 （相続税〔控除額・税率の見直し〕、富裕税）

 高所得高齢者の年金課税強化（公的年金等控除、累進強化等）

 消費税（ヨーロッパ並み）、環境税（エコロジー税制改革）



若い世代への支援

そして
若い世代に資金・資源が回る

仕組みを

雇用・住宅・教育・起業・移住etc
あらゆる分野において



分散型社会への展望



『木綿のハンカチーフ』（1975年）の時代
・・・すべてが東京に向かって流れる

http://blogs.c.yimg.jp/res/blog-be-4b/reanndorodominngesu/folder/524201/40/11892840/img_0

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http%3A%2F%2Fblogs.yahoo.co.jp%2Freanndorodominngesu%2F11892840.html&ei=UNbIVJG4F9Xn8AX934LYCQ&psig=AFQjCNEwc8O_KedcP2vadX0QsXELKzjmIA&ust=1422534600704415


人口減少社会への基本的視点

 人口増加期ないし高度成長期の“延長線上”には事態は
進まない。むしろこれまでとは「逆」の流れや志向が生じる。

＊若い世代のローカル志向
～「グローバル化の先のローカル化」

＊「農村・地方都市→東京などの大都市」という流れとは
異なる流れ

＊時間軸の優位から空間軸の優位へ（各地域のもつ固有
の価値や風土的・文化的多様性への関心）

＊「地域への着陸」の時代



若い世代の「ローカル志向」

最近の学生の傾向
“静岡を世界一住みやすい町にしたい”
“地元新潟の農業をさらに再生させたい”
“愛郷心を卒論のテーマにする”

海外に留学していた学生が地元や地域にＵターン、Ｉ
ターンetc

 ローカル志向は時代の流れ。“内向き”批判は的外れ。
むしろそうした方向を支援する政策が必要。

・・・“ローカル人材”の重要性。





地元大学進学率（2022年度）
４４％ ・・・過去50年で最高
〔文科省 学校基本調査〕

この20年間で増加が大きいのは①石川県、②群

馬県、③和歌山県 〔日本経済新聞2023年7月15日〕



〔日本経済新聞
2023年7月15日〕



三大都市圏・地方圏の人口移動の推移



首都圏の急速な高齢化：
2０10年→2040年で388万人の高齢者増加

東京都：２６８万人→４１２万人 １４４万人増

神奈川県：１８３万人→２９２万人 １０９万人増

埼玉県：１４７万人→２２０万人 ７３万人増

千葉県：１３４万人→１９６万人 ６２万人増

計 ３８８万人増

 （参考）２０２０年の滋賀県の人口１４１万人、岩手県１３１万
人、山梨県８１万人

（出所）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（２０１３年３月
推計）



人口減少問題についての基本スタンス
～定常人口への移行～

• 若い世代への支援＆分散型社会の実現

↓

• 出生率が徐々に改善し、人口は“下げ止まる”

↓

• ２１００年頃に日本の総人口は８０００万人程度
で定常化





研究の出発点：
2050年、日本は持続可能か？



（出所）IMF, World Economic Outlook より著者作成
。

政府の債務残高の推移：国際比較（対GDP比、％）

日本が突出している

日本 234.9

イタリア 137.3

アメリカ 122.5

カナダ 112.5

フランス 116.3

イギリス 103.9

ドイツ 65.4

スウェーデン
 33.7

（2025年）



日本： 生活保護を受けている者の割合
（保護率）の推移（％）

（出所）厚生労働省社会・援護局「被保護者調査」



先進諸国における社会的孤立の状況
・・・日本はもっとも高。個人がばらばらで孤立した状況



2050年へのシナリオ
とビジョン・政策選択
 Ａ）持続可能シナリオ

 Ｂ）破局シナリオ・・・財政破綻、人口減少加速（←出生率低
下←若者困窮）、格差・貧困拡大、失業率上昇（←AIによる

代替等）、地方都市空洞化＆シャッター通り、買物難民拡大
（現在600～700万人）、農業空洞化

 これらについてAIも活用しつつ定量的にシミュレーション

・・・初のAIによる社会構想＆政策提言。

 「幸福」など主観的要素も。



ＡＩを活用した、持続可能な日本の未来
に向けた政策提言

 「日立京大ラボ（2016年6月開設）」との共
同研究。2017年９月公表。

 2050年の日本を視野に収めながら、①人

口、②財政・社会保障、③地域、④環境・
資源という４つの持続可能性に注目し、日
本が持続可能であるための条件やそのた
めにとられるべき政策を提言する内容。

分析結果→日本社会の未来にとって、「都
市集中型」か「地方分散型」かがもっとも大
きな分岐点（８～１０年後）。

人口・地域の持続可能性や健康、幸福、
格差等の観点からは地方分散型が望まし
い。



指標（要因）の例： 人口、生産人口、高齢人口、出生率、ＧＤＰ、政府債務、税収、ＣＯ２排
出量、食料自給率、地域内経済循環、地域内エネルギー自給率、雇用、労働時間、資産
格差、貧困率、医療アクセス、健康寿命、主観的幸福感、ソーシャル・キャピタル等



2万通りのシナリオが最終的には６つのグループに分かれることが示された。



日本の未来の分岐シミュレーション
（イメージ）〔2042年のもの〕

（注）赤のグループが「都市集中型」シナリオで、他が「地方分散型」シナリオ



AI活用による政策提言 （1）
２０５０年に向けた未来シナリオとして主に都市集中型と地方分散
型のグループがある。

a) 都市集中シナリオ

主に都市の企業が主導する技術革新によって、人口の都市へ
の一極集中が進行し、地方は衰退する。出生率の低下と格差
の拡大がさらに進行し、個人の健康寿命や幸福感は低下する
一方で、政府支出の都市への集中によって政府の財政は持ち
直す。

b) 地方分散シナリオ

地方へ人口分散が起こり、出生率が持ち直して格差が縮小し、
個人の健康寿命や幸福感も増大する。ただし、次頁以降に述
べるように、地方分散シナリオは、政府の財政あるいは環境
（CO2排出量など）を悪化させる可能性を含むため、このシナリ
オを持続可能なものとするには、細心の注意が必要となる。
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AI活用による政策提言 （2）

８～１０年後までに都市集中型か地方分散型かを選択して必要
な政策を実行すべきである。

今から８～１０年程度後に、都市集中シナリオと地方分散シナリ
オとの分岐が発生し、以降は両シナリオが再び交わることはな
い。

持続可能性の観点から より望ましいと考えられる地方分散シ

ナリオへの分岐を実現するには、労働生産性から資源生産性
への転換を促す環境課税、地域経済を促す再生可能エネル
ギーの活性化、まちづくりのための地域公共交通機関の充実、
地域コミュニティを支える文化や倫理の伝承、住民・地域社会
の資産形成を促す社会保障などの政策が有効である。
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長野県での展開

日本経済新聞 2018年2月2日 信濃毎日新聞 2018年2月2日





AIを活用した未来予測 
2050年の兵庫の研究

2020/2/18

兵庫県
京都大学こころの未来研究センター

㈱日立製作所基礎研究センタ日立京大ラボ
㈱日立コンサルティング

兵庫県における長期ビジョン策定における活用



山口市での展開
（共同研究）

総合計画作成にあたり
AIシミュレーションを活用



宇都宮市におけるAIシミュレーション

• LRT（宇都宮ライトレール）が開業（23年8月）

→中心市街地である宇都宮駅西側に2030年代前半に延
伸予定。

• 市との共同研究でAIを活用したシミュレーションを実施中。

• LRTの整備と並行して、商店街の空き店舗削減、女性活躍

、子ども・若者支援、コミュニティづくり（居場所、孤独・孤
立対策等）が重要な要因であることが示される。



長崎県壱岐市での展開
2050年に向けたシミュレーションと

ビジョンづくり
（地域生活圏形成リーディング事業）



“フォア・バック・キャスティング”
という方法

フォアキャスト（未来予測）と
バックキャスト（未来逆算）の総合化



ポストコロナ社会のＡＩシミュレーション
（ 2021年2月24日公表）

•女性の活躍という点を含めて、これまでの日本における従
来型の“単線的”な働き方や生き方のモデルにとらわれな
い、いわば包括的な意味での「分散型」社会への移行が、
出生率低下ないし人口減少をめぐる状況の改善にとっても
、また東京と地方のバランスのとれた発展にとっても、も
っとも重要な要因。

•ポイントになるものとして示された政策要因例・・・共働
き世帯の増加、サテライトオフィスの充実、女性の給与改
善、農業を含む地方における次世代の担い手の維持・育成
支援、仕事と家庭の両立、男性の育児休業取得率の上昇に
関する政策等



シミュレーション結果：分岐図と各シナリオグループの特徴

⚫ シナリオを構成する個別指標を詳細に確認したところ、6つのシナリオグループは上記のような特徴を持つことが判明した。

⚫ その中でも、前ページでも注目した「グループ3」と「グループ6」が全体的にパフォーマンスの高いシナリオである。

⇒ 望ましいシナリオグループ

総評

シナリオグループの特徴

東京圏への転入超過率が向上し「東京一極集中」が加速する。
出生率減少に伴う人口減少のほか、公共交通機関の利用者が減少・乗用車
保有台数が増加する（コロナ禍の影響か）。

地方圏の就業者数増加など、地域活性化は進む。一方で、生活保護世帯の増加や、
女性の社会進出が低迷する。全体的に国の介入が少ない。

東京圏・地方圏での人口流出や出生率の低下があり、日本の空洞化・日本からの
脱出が想起される。環境負荷が軽減される一方で、幸福度は低下する。

地方圏の出生率が向上する。また、就業者数（女性・高齢者・障害者などの就業
者数などを含む）など、地方圏の項目が軒並み向上し、幸福度も高い。ただし、地
方圏の第一次産業の衰退が見受けられる。

人の移動は少なく、東京圏の産業に係る項目が向上している。一方、負債現在高
の増加から、国民の経済状況は悪化する。

グループ3との類似点があるが、東京圏と地方圏の項目のバランスが取れており、地
方圏の第一次産業が発展する。起業家数・消費支出などが、グループ3よりも軒
並み少ない。

シナリオ名称

集中加速・人口減少型

空洞化・人口減少型

現状維持型

小さな政府・格差拡大型

都市・地方共存型

地方分散徹底型

2020 2024 2028 2039 2047 2050

分岐点1

分岐点3

グループ６

グループ２

グループ３

グループ４

グループ５

グループ１

2036

分岐点5

出生率
低下

出生率
向上

幸福度
向上

幸福度
低下

幸福度
向上

幸福度
向上

幸福度
低下

農業
衰退

農業
再興

分岐点2

分岐点4



働き方や住まい方、生き方を含む
包括的な「分散型」社会へ

• 昭和・・人口や経済が「拡大・成
長」を続けた時代＝「集団で一本の
道を登る時代」

• 平成・・「失われた〇〇年」

• 令和・・本格的な人口減少・成熟社
会への移行
→各人が自由度の高い形で多様な働
き方や生き方をデザインし、自らの
創造性を伸ばしていく時代

cf.  山登りの例え・・・ゴールは一つ。

→山頂に至れば、視界は360度



イノベーションと分散型社会

「一極集中」とは、

実は言い換えれば「画一」「均質」

一定以上の「分散（＝多様性）」が、創
造性やイノベーションにも寄与する。

例）アメリカ、ドイツなど

（参考）日本人のノーベル賞受賞者３０名（２０２５年まで）のうち
東京の高校出身は１名のみ（利根川進氏〔日比谷高校〕）。



持続可能な地球社会の未来
に向けたAIシミュレーション
（グローバル版・政策提言AI
または『成長の限界』のAI版）

〔2025年7月公表〕



AIシミュレーションが示す
未来の時系列的な分岐パターン

（現在） （未来）
〔2050年〕



地球社会の未来シナリオと分岐構造



「地域分散・成熟シナリオ」
（シナリオ１）

• 経済面では成長が鈍化する一方、地球全体のCO2排出量
など環境面ではもっとも良好なパフォーマンスを示すと
同時に、国際的な紛争が全シナリオの中で特に大きく減
少するシナリオ。

• 社会的側面での課題は残るものの、先進国・途上国間の
国際格差は減少し、全体としては地球上の各地域がいわ
ば“自律分散的”な均衡と平和を実現していく方向であ
り、有力な未来像の一つ。

• このシナリオに進むには、先進諸国における少子化対応
や格差是正、途上国における研究投資や人口対策、医療
アクセス改善などを含む社会政策的な対応が特に重要で
あることが示された。





分散型社会＝持続可能な福祉社会
のイメージ①：
都市とまちづくり



ウェルビーイングとまちづくり・都市政策
をつなぐ

 ヨーロッパなどの街・・・高齢者がごく自然にカフェや
市場などでゆっくり過ごす。

日本やアメリカの街・・・圧倒的に自動車・道路中心。

高齢者等がゆったり過ごせるような場所が街の中に
あることは、ある意味で福祉施設や医療施設を作る
こと以上に重要な意味を持つのではないか。



中心部からの自動車排除と「歩いて楽しめる街」
（エアランゲン〔人口約10万人〕）

→環境・福祉・経済の相乗効果



中心部からの自動車排除と「歩いて楽しめ
る街」（ドイツ・ザールブリュッケン〔人口約18万人〕）



中小都市の中心市街地の賑わい
（ゲッチンゲン〔人口約12万人〕）



高齢者もゆっくり楽しめる
市場や空間（シュトゥットガルト）



高齢者もゆっくり楽しめる
市場や空間（フーズム〔人口約2万人〕）



歩いて楽しめるまちづくり
（ウォーカブル・シティ）

「コミュニティ空間」を重視した、
ウェルビーイングな都市・地域づくり

環境・福祉・経済の相乗効果



国土交通省・ウォーカブル
ポータルサイトより



日本の地方都市の現状
人口20万人以下の都市はもちろん、30～40万人規模の都市

ですら空洞化（シャッター通り）

和歌山市（人口約37万人）
の中心市街地

今治市（人口約16万人）
の中心市街地



視点と課題

日本の都市は、高度成長期以降圧倒的にアメリカの都市を
モデルに作られてきた。 →“郊外ショッピングモール型”の
都市・地域

 “歩いて楽しめる街”は、本来は高齢化とは無関係に「都市」
本来のあり方として実現されていくべきもの。

 しかし日本の場合は、高齢化への対応が社会全体の重要
課題として認識される中、高齢化をチャンスとして“コミュニ
ティ空間という視点を重視した、歩行者中心の街”を実現し
ていくべき。



香川県高松市：丸亀町商店街

・商店街と高齢者向け住宅等を一体的に整
備し「福祉都市」的な性格をもつとともに、納
税を含めヒト・モノ・カネが地域で循環する
地域内経済循環を目指す。



姫路市駅前：歩行者と公共交通のみの
「トランジットモール」化



国土のデザイン：
一極集中から「少極集中」をへて

「多極集中」へ

 札幌、仙台、広島、福岡→これら地方４都市の地価上昇率は東京圏
を上回る（福岡は人口増加率も）。

→現在進みつつあるのは、「一極集中」ではなく「少極集中」とも呼べる
事態。

 「多極集中」型の国土・都市づくりが、脱炭素にとっても、地域の豊か
さやウェルビーイングにとってもプラスに貢献。





地方都市の商店街再生への
企業の対応 ＆若者支援
良品計画（無印良品）の試み

前橋市・中央通り
商店街での無印
良品出店

２階はコワーキングスペース。
「一坪開業スペース」も→若者
の起業支援



「商店街の復権」と若年世代
例）岡山市の奉還町商店街

商店街の店舗の約40％が40代以下の店主

・90年代頃はほぼシャッター通りに。
・2000年代半ば頃からフリーマーケ
ットや古着イベントなどを実施
・徐々に若者の出店希望増える。

・振興組合の理事は現在一人を除
いて40代以下。

起点となった「オンサヤコーヒ
ー」（2008年オープン）



空き家活用・事業承継
に関する

情報サイトの構築

「relay」の試み

（出所）relay ホームページ 事業承継マッチングプラットフォーム relay（リレイ）

https://relay.town/
https://relay.town/
https://relay.town/


居場所
たまり場

サードプレイス
コミュニティの拠点

商業機能のみにとどまらない
商店街の新たな価値

→コモンズとしての商店街



「コモンズとしての商店街」
に向けた１０の提案

【政策ビジョンのレベル】
（１）歩いて楽しめるまち（ウォーカブル・シティ）の実現
（２）「多極集中」の国土デザイン

【事業承継に関するレベル】
（３）エリア・リノベーションの展開
（４）情報サイト（事業承継・空き店舗）の充実
（５）ワーカーズコープ（労働者協同組合）など事業主体の多様化
（６）若者支援政策とのリンク
（７）空き屋税など空き店舗への公的関与の強化

【消費者（市民）にとっての魅力に関するレベル】
（８）「コミュニティ商店街」の展開
（９）農業・農村とのリンク
（10）デザイン・まちづくり系人材との連携と養成



御関心をお持ちの方は
ホームページを参照ください。



分散型社会＝持続可能な福祉社会
のイメージ②：
ローカリゼーション
と「生命」の時代



ローカリゼーション
LOCALIZATION



岐阜県石徹白地区
（岐阜県郡上市白鳥町）の遠景

小水力発電〔上掛け水車型〕



「石徹白（いとしろ）地区は、白山信仰の拠点となる集落であり、小水力発電
を見に来ていただく方には、必ず神社にお参りいただいています」

「自然エネルギーは、自然の力をお借りしてエネルギーを作り出すという考え
方」であり、「地域で自然エネルギーに取り組むということは、地域の自治や
コミュニティの力を取り戻すことであると、私どもは考えております」 （ＮＰＯ地
域再生機構の副理事長、平野彰秀さんの言 ）





“経済の空間的ユニット”の進化

農業 ： ローカル

↓

工業化 ： ナショナル

（ex.鉄道敷設、道路整備、工場配置等）

↓

情報化 （ポスト工業化）： グローバル

↓

ポスト情報化 ： ローカルから出発してナショ
ナル、グローバルへ



情報から生命へ

デジタルの「先」の展望



科学の基本コンセプトの進化
と資本主義

科学の基本
コンセプト

物質 エネルギー 情報 生命

時代状況 17世紀
科学革命

19世紀
工業化

20世紀後半

ポスト工業
化

今後
持続可能性

消費構造 物質の消
費

エネルギー
の消費

情報の消費 時間の消費
〔コミュニ
ティ、自然、
ケア、ウェ
ルビーイン
グetc〕



情報理論の起源

 クロード・シャノン

（1916－2001）

 「ビット」の概念

 “０と１で世界のすべ
てを表現することがで
きる”という世界観



ポスト・デジタルと
「生命」の時代

英語の「Life」・・・“生活”“人生”といった意味を含む。

 また、ミクロレベルの生命のみならず、生態系（エコシステム）
、地球の生物多様性、持続可能性といったマクロの意味も。

 こうした包括的な意味の「生命」が、「ポスト情報化」時代の科
学や経済社会・生活・消費の基本コンセプトに。



「生命」関連産業（生命経済）
の重要性の高まり

①健康・医療

②環境 （含再生可能エネルギー）

③生活・福祉

④農業

⑤文化 （含まちづくり、観光）

cf.ドイツのメルケル首相“文化は生命維持に不可欠”

＊これらは概して小規模で「ローカル」な性格



ソーラーシェアリングの試み
農業と再生可能エネルギーの融合
千葉エコ・エネルギー株式会社

（代表：馬上丈司氏）



日本農業株式会社
（代表：大西千晶氏）の試み
「有機日本酒」のブランド化と

亀岡オーガニックビレッジパーク構想

読売新聞
2024年8

月30日



「デジタル」はあくまで“手段”

生命関連産業など他の産業分野との
連携・組み合わせが重要。

GAFAの“後追い”では
未来の創造は生まれない

１９９０年と２０２０年の時価総額上位企業
→３０年後は現在とは全く違うものになるはず。



分散型社会＝持続可能な福祉社会
のイメージ③：

「自然資本」と伝統文化
～鎮守の森コミュニティ・プロジェクト



生物多様性～自然資本への
関心の高まり

気候変動・
地球温暖化

生物多様性・
生態系保全



「生物多様性国家戦略」の策定（2023年3月）
「ネイチャーポジティブ経済」へ



国土審議会・新たな国土形成計画
（２３年7月閣議決定）においても
「自然資本」「グリーン国土」が重視







ネイチャーポジティブ経済への移行

により生まれるビジネス機会の規模
＝約47兆円（2030年時点）



鎮守の森コミュニティ・プロジェクト



現代社会と鎮守の森

ジブリ映画
“八百万の神様”

環境問題 持続可能性 ＳＤＧｓ

マインドフルネス、
心身の癒し



鎮守の森コミュニティ・プロジェクト

• 日本全国には神社、お寺がそれぞれ約8万か所存在しますが、神
社ないし社寺の森としての「鎮守の森」は、 自然信仰と一体と
なったローカルなコミュニティの拠点としての貴重な性格をも
ってきました。

• こうした「鎮守の森」を、 自然エネルギーの分散的整備や地域
再生などの現代的な課題と結びつけ、その新たな意義を再発見
していくのが「鎮守の森コミュニティ・プロジェクト」です。



「生物多様性」と“八百万の神様”
“Eight Million Spirits in Nature”

• 「鎮守の森、八百万の神に象徴されるような・・・我が国に
おける人と自然との共生の考え方や、生物多様性の豊か
さに根差した地域文化（伝統行事、食文化、地場産業など
）を守り」「自然がもたらす文化的・精神的な豊かさや、・・・
人と自然の共生という自然観の継承を、様々な機会を通
じて発信し、・・・地域における生物多様性の保全活動を
促進する」（「生物多様性国家戦略2023－2030」〔
2023年3月〕。広井も委員として参加）



SDGsと「文化」



鎮守の森コミュニティ・プロジェクト

• １）鎮守の森・自然エネルギープロジェクト

• ２）鎮守の森セラピー

• ３）鎮守の森ホスピス

• ４）祭り・伝統文化と地域再生・活性化



埼玉県秩父市での展開：
地元住民と連携した小水力発電の導入

• 地元有志と鎮守の森コミュニティ推進
協議会のメンバーが共同出資（陽野
（ひの）ふるさと電力。50キロワット。
21年5月27日竣工）

• 売電収入で武甲山の環境整備を行う
（“ありがとう、武甲山”）。

• 小水力発電を通じ、伝統文化と地域
コミュニティに根ざしたエネルギーの
地産地消～地域再生を目指す。

武甲山（秩父神社の御神体）



令和4年緑化推進運動功労者
内閣総理大臣賞を受賞

• 総理大臣賞

• 天皇



真山神社（秋田県男鹿市）及び近辺での
小水力発電の展開

• 国の重要無形民俗文化財で
あるナマハゲの神事を行う。

• ナマハゲは2019年、ユネス

コ無形文化遺産「来訪神：仮
面・仮装の神々」の一つに認
定。・・・日本列島各地とつな
がる。

• 現在、宮司や地元関係者と
小水力発電設置のプロジェク
トについて協議中（２、３カ所
の適地を特定）。



「アニミズム文化」としての日本
先進諸国において、日本のような形でアニミズム的な自然観
が保全されている場所は珍しい。

 その現代的価値 ex.エコロジーとの関わり

 「アニメ」との関わり

可能性と課題





高齢化の地球的進行   “Global Aging”
ー今後はアジアが急速に高齢化ー

中国, 

29%

他のアジ

ア, 29%

他の発

展途上

国, 28%

ＯＥＣＤ

加盟国

（日本を

含む）, 

14%

2030年までに世界で増加する高齢者（60歳以上）の地域別割合

(World Bank, Averting the Old Age Crisis, 1994)



日本・アジアと世界人口の動向

日本の人口は２００８年をピークに減少。
 ヨーロッパも基本的には同様の方向（ex.ドイツは2003
年より人口減少）。

韓国は出生率が１．０を切り、「人口絶壁」という議論。

中国の人口は２０２２年から減少（国連・世界人口推
計2022年版）。

世界人口は徐々に増加が緩やかになり、２０８４年に
は約１０３億人でピークに。（国連長期人口推計）。



世界人口の展望
世界人口は21世紀後半にピーク。先進諸国は既に減少or
定常化局面に入り、今後の増加は主にアフリカ地域。

十
億
人

（出所）United Nations, World Population Prospects 2022



ReAFRICA? ：2100年の世界人口推計
・・・上位10か国のうち5か国がアフリカ諸国（国連
人口推計〔2015〕）

１ インド １６６０

２ 中国 １００４

３ ナイジェリア ７５２

４ 米国 ４５０

５ コンゴ ３８９

６ パキスタン ３６４

７ インドネシア ３１４

８ タンザニア ２９９

９ エチオピア ２４３

１０ ニジェール ２０９

（注）日本は３０位（８３００万人）



 「２０世紀が人口増加の世紀――世界人口は１６億から６１
億にまで増加した――だったとすれば、２１世紀は世界人
口の増加の終焉と人口高齢化の世紀となるだろう」

（Lutz et al(2004)）



おわりに：人口減少・持続可能社会のデザイン

 日本は人口減少・高齢社会の文字通りフロントランナー。

 元来、分散的で地域の多様性が豊かな社会。

 ローカルから出発しつつ、また若い世代・将来世代にもっと配慮しつ
つ、環境・福祉・経済が調和した「持続可能な福祉社会」のモデル
を先導的に実現、発信していくポジションにあるのではないか。



御清聴ありがとうございました
コメント、質問等歓迎します。

hiroi.yoshinori.5u@kyoto-u.ac.jp

＊関連組織
・鎮守の森コミュニティ研究所

http://c-chinju.org/

mailto:hiroi.yoshinori.5u@kyoto-u.ac.jp
mailto:hiroi.yoshinori.5u@kyoto-u.ac.jp
mailto:hiroi.yoshinori.5u@kyoto-u.ac.jp




世界人口の超長期推移
（ディーヴェイの仮説的図式）



超長期の世界ＧＤＰ（実質）の推移

(出所) DeLong (1998)



人類史における「拡大・成長」と定常化

 ３つのサイクル：

①狩猟・採集－②農耕－③工業化（産業化）

背景としてのエネルギー利用または「自然の搾取」の
高度化



「心のビッグバン」のイメージ
八ヶ岳南麓から発掘された縄文土器遺跡群（井戸尻考古館パンフレットより）

物質的生産の量的拡大（実用
性）→文化、遊びと創造性

・・・狩猟採集段階における
「定常期」への移行と重なるの
では？



枢軸時代（精神革命）：紀元前5世紀前後

 この時代、地球上の各地において普遍的な原理を志向する思想
が”同時多発的“に生成。

・ギリシャ： ギリシャ哲学 “たましいの配慮”
・インド： 仏教 “慈悲、涅槃”
・中国： 儒教や老荘思想 “仁”
・中東： 旧約思想～キリスト教 “愛、永遠の生命”

ソクラテス ブッダ 孔子 旧約思想



“文化的創造”の時代としての定常期

枢軸時代・精神革命（紀元前５世紀前後）

背景・・・農耕文明の資源・環境的限界の顕在化？

←近年の環境史environmental historyの知見

 「心のビッグバン（精神のビッグバン、文化のビッグバ
ン）」も狩猟採集段階における同様の構造？

物質的生産の量的拡大から文化的・精神的発展へ。

＆「幸福」の意味への問い



人類史における
拡大・成長と定常化のサイクル

人類誕生

（約20万年前）

農耕開始

（約1万年前）

近代化

（約300～400年前）

「枢軸時代／精神革命」
（ＢＣ5世紀前後）

定常化①

定常化②

定常化③

市場化

産業化

情報化・金融化

「心のビッグバン」
（約5万年前）

【狩猟採集
社会】

【農耕社会】 【産業化（工業化）社会】

【自然信仰】 【普遍宗教】 【地球倫理？】

人
口
・
経
済
の
規
模←

都市の成立



「地球倫理」という視点
地球環境の「有限性」を認識し、地球上の各地域の風土や文化の「多様
性」を理解しつつ、個人を超えてコミュニティ、自然、生命とつながる。



ソーシャル・ベンチャー企業を
立ち上げた学生たち

“「自己実現」ではなく「世界実現」”

ソーラーシェアリング 千葉エコ・エネルギー株式会社
（代表：馬上丈司氏）



Be Regenerative！

これからの時代、世界から必要とされる
地球と人の暮らしを

「こころ」で感じ行動しよう。

生きるということ、食べるということの
原点を見つめ直し、

豊かさの新時代をつくっていきたい。

私たちの「いのち」が終わり、
地球の一部となり、

そして新たな星の欠片となっても、
未来の世代に繋げていくために・・・。

亀岡オーガニックビレッジパーク構想
（日本農業株式会社）



「地球倫理」の構造

地球倫理

普遍宗教
Ａ

普遍宗教
Ｂ

普遍宗教
Ｃ

普遍宗教
Ｄ

自然信仰

（切断）

〔ローカル〕

〔ユニバーサル〕

〔グローバル〕

→鎮守の森へ





主要先進国（G7）の
平均経済成長率（GDP増加率）（％）の推移

1960年代から構造的に低下。 「成熟経済」への移行

（出所）World Bank Open Dataの各国データより筆者作成
。

（注）点線（直線）は近似線
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価値軸の多元化

GDPのみ
↓

環境・経済・社会
～ウェルビーイング



「ＧＤＰに代わる経済指標」や
「幸福度」をめぐる議論の活発化

 フランスのサルコジ大統領（当
時）の委託を受け、ノーベル経
済学賞を受賞したスティグリッ
ツやセンといった経済学者が、
「ＧＤＰに代わる指標」に関す
る報告書を刊行（Mismeasuring 
Our Lives: Why GDP doesn’t add 
up, 2010）。

・・・ＧＤＰで計測できない
「生活の質（Quality of Life）」
や「持続可能性
（Sustainability）」を重視。



幸せはローカルから
https://img.omni7.jp/co/productimage/0001/product/29/1106405729/image/1106405729_main_l.jpg

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiAhLP3m53OAhUGGpQKHexMAJ8QjRwIBw&url=https%3A%2F%2F7net.omni7.jp%2Fdetail%2F1106405729&psig=AFQjCNHnRY8QkfG8Dowh3v1YF244oS_gwA&ust=1470037856490739


様々な「幸福」指標とランキング

国連・持続可能な発展ソリュー
ション・ネットワーク『世界幸福
報告(World Happiness 

Report) 2025』
１位フィンランド、日本は55位。



幸福（ウェルビーイング）の重層構造

多様な「幸福」のか
たち

“幸福の基礎条件”普遍性

多様性・個別性

個人

コミュニティ

生命／身体

自己実現

としての
幸福

つながりとして
の幸福

幸福の物質
的基盤



マズローの再評価と幸福/ウェルビーイング

生理的
欲求

安全欲求

愛情／帰属

尊厳、承認

自己実現

【自己超越】

個
体

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

個
人



マズローの「自己超越」

「自分自身、そして大切な他者、人類
全体、他の生物、自然、そして宇宙と
つながること」

（The Farther Reaches of Human 
Nature）



「ポジティブな価値」への関心の高まり

＊ポジティブ心理学

＊「ポジティブ・ウェルフェア」

＊地元学：地域の“あるもの探し”

→“「プラスの価値」を引き出すこと

、見つけること、創り出すこと”への
関心の高まり。
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